
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

大分県教育委員会事務局 

 

 

平成 30 年度 

「農業系高校における遠隔教育の導入に関する実証研究」 

  資 料  【 大 分 県 】 



　　　　　　　　　　N=6　　　　　

三重総合高校・久住校 40.0% 100.0% 60.0% 0.0%

思う（とても思う＋思う)

＜事前＞　　　　＜事後＞

思わない(あまり思わない＋思わない)

＜事前＞　　　　＜事後＞

・地域性や気候の違いが見られる実習 ・１つの課題をグループで行い、定期的に成果を報告し合う
・生産農家の様子を見ながら授業 ・農場で栽培している作物の状況を見せる
・バイオテクノロジーの実験 ・スマート農業について
・２校以外にも配信できる授業
・他校生徒と本校生徒の討論や意見交換

三重総合・久住校 50.0% 100.0% 50.0% 0.0%
農業大学校・大分大学 80.0% 100.0% 20.0% 0.0%

三重総合・久住校 33.3% 40.0% 66.7% 60.0%
農業大学校・大分大学 60.0% 80.0% 40.0% 20.0%

三重総合・久住校 50.0% 100.0% 50.0% 0.0%
農業大学校・大分大学 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

三重総合・久住校 25.0% 60.0% 75.0% 40.0%
農業大学校・大分大学 80.0% 40.0% 20.0% 60.0%

三重総合・久住校 55.6% 60.0% 44.4% 40.0%
農業大学校・大分大学 100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

６．その他（上記以外のイメージを記述してください）

・ディスカッションに効果がある

・通信制の授業なら効果がある

思う（とても思う＋思う）
＜事前＞　　　　　　＜事後＞

思わない（あまり思わな い＋思わない）

＜事前＞　　　　＜事後＞
　　　 三重総合高校・久住校 N=5 、農業大学校・大分大学 N=6

１．授業者と生徒が離れていても授業ができるため移動時間の解消になる

２．不登校の生徒が自宅等でも授業が受けられるようになる

３．大学教授などから高度な授業を受けられるようになる

４．生徒の進路に合わせた受験対策の授業を受けられる

５．離れた学校同士、合同で授業をすることで少人数授業を解消できる

１ 遠隔授業に関する教師・生徒アンケート調査 

（１）遠隔授業事前・事後アンケート（教師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重総合・久住校 50.0% 80.0% 50.0% 20.0%

三重総合・久住校 50.0% 100.0% 50.0% 0.0%

三重総合・久住校 16.7% 80.0% 83.3% 20.0%

三重総合・久住校 28.6% 60.0% 71.4% 40.0%

三重総合・久住校 20.0% 40.0% 80.0% 60.0%

三重総合・久住校 37.5% 40.0% 62.5% 60.0%

三重総合・久住校 16.7% 40.0% 83.3% 60.0%

三重総合・久住校 0.0% 40.0% 100.0% 60.0%（８）生徒の学習意欲を喚起して発展的な学習へ結びつく授業が少ない

（７）教員の指導力のスキルアップに繋がる機会が少ない　

（６）生徒のニーズにあった授業ができていない

（５）農業の専門的で高度な勉強をさせる機会がない

（４）社会性を養う機会がない

（２）生徒同士の競争意識が起きにくい

（３）グループ学習や協働学習の形態が取りづらい

　　　　　三重総合高校・久住校　N=５
思う（とても思う＋思う）

＜事前＞　　　　　　＜事後＞

思わない（ あまり思わない＋思わない）

＜事前＞　　　    　＜事後＞

（１）生徒が多様な意見に触れる機会が少ない



授業平均（６回）

N=13

三重総合高校・久住校

わかった
(よくわかった＋少しわかった)

わからなかった
(あ まりわからなかった＋全く からなかった)

92.3% 7.7%

＜授業に関すること＞ ＜ＩＣＴ機器等に関すること＞
・授業内容と少し重なっており、生徒が自発的に答えていた ・双方向の授業が実現できていた
・他の授業の予習になる内容もあった ・映像が鮮明だった
・担当教師がアドバイスしにくい ・音が聞こえにくい
・久住校の生徒の顔が見えにくい ・セッティングが大変だ
・講師と生徒の意思疎通が図れていない部分があった ・機器トラブルで内容が伝わらない時があった
・２校両方の生徒の反応を見る必要性を感じた ・資料があったので、機器トラブルを補えた
・講師がどこを指さしているかわからない ・通信トラブルの対応が大変と感じた

・本校と久住校で意見交換する場を設けたい
・雑音が聞こえ、他の声が聞き取りにくい
・手持ちのマイクやワイヤレスマイクを利用したい（農大）
・両方の学校の生徒を気にかけるのが難しい（農大）
・授業を理解しているか不安（農大）
・座学の授業配信だと、生徒はモニターを眺めるだけの感覚になる

（三重総合高校・久住校　N=13、農業大学校・大分大学　N=6）

　　　　　　　　　　N=6　　　　　　

三重総合高校・久住校 37.5% 80.0% 62.5% 20.0%

思う（とても思う＋思う)

＜事前＞　　　　＜事後＞

思わない(あまり思わない＋思わない)

＜事前＞　　　　＜事後＞

＜事前＞ ＜事後＞
・遠隔授業を通して高度な技術や指導を学べる ・他校の生徒との意見交換や実験・研究成果発表
・大学や外部機関の高度な情報を得ることができる ・遠隔システムを利用することで出張回数が減る
・対面での会話以上の効果はないと思うから ・授業スタイル、教材、手法の協議がして深めることを必要
・直接向かい合うことが、社会性の向上つながる ・様々な講師の授業を受けることで学ぶことは多い

・機器のトラブル等はＩＣＴ支援員の存在が大きい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）遠隔授業後アンケート（教師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・実習や実験を見せながら授業をしてみたい
・農場自営者等の現場からインタビュー形式で実際の生の声を聞ける学習



三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

三重総合・久住校

農業大学校・大分大学

思う
（とても思う＋思う）

思わない
（あまり思わない＋思わない）

　三重総合高校・久住校　N=13、 農業大学校・大分大学　N=6

100.0% 0.0%
23.1%76.9%

46.2% 53.8%

15.4% 84.6%

46.2% 53.8%

50.0% 50.0%

100.0% 0.0%

50.0% 50.0%

33.3% 66.7%

66.7% 33.3%

46.2% 53.8%

54.5% 45.5%

92.3% 7.7%
100.0% 0.0%

　・双方向の授業が実現していた
　・開始時間がそろわない
　・実物を見れないものを見せる配信ができるとよい
　・生徒同士の交流があるとよりよい
　・日常の授業を配信するのは効果が薄いと感じる
　・遠隔の通信は難しいと思った

    ・映像と音声が悪い時があり、それが気になった
    ・授業スタイル、教材、手法など協議することが必要
    ・多くの人と接する機会があることは、意識を変えるきっかけになる
    ・ディスプレイの生徒の映像は表情がわかりにくい
    ・参加人数が多すぎると、授業が一方通行になると思われる（38人以上）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三重総合高校　Ｎ=14～27 76.9% 85.7% 23.1% 14.3%
久住校　Ｎ=10～16 50.0% 73.7% 50.0% 26.3%

思う(とても思う＋思う)

＜事前＞　　　　　　　＜事後＞

思わない(あまり思わない＋思わない)

＜事前＞　　　　　　　＜事後＞

授業平均（５回）

三重総合高校　Ｎ=14～27 61.5% 85.7% 38.5% 14.3%
久住校　Ｎ=10～16 55.6% 78.9% 44.4% 21.1%

興味がある(とてもある＋ある)

＜事前＞　　　　　　　＜事後＞

興味がない(あまりない＋ない)

＜事前＞　　　　　　　＜事後＞

普段知れない専門的なことを知れた（三重総合、久住校） 他校と話し合いをしたい
高校で学べないことを多く 学べた（三重総合、久住校） 英語の勉強をしたい
難しくてわらかない部分もあった 畜産関係のことを知りたい
いろいろな分野の詳しい話が聞けて良かった 大学でしている農業の研究などを教えて欲しい
畜産の授業では、わかっていなかったところがたくさんあった 農業大学校について詳しく知りたい
農業は地域との関わりが大事だと思いました
野菜の育て方に興味がある
牛の育て方に興味がある
草花についてもっと知りたい
大分県の野菜がよくわかった
お米の授業が思い出に残った

１対１で遠隔授業を受けてみたい 画質が良くなっている
農業クラブや家庭クラブ同士の交流活動 音質が良くなっている
生徒会による情報交換 (通信が)止まるのを改善して欲しい
普通科や商業、看護科の生徒たちと交流

（３）遠隔授業事前・事後アンケート（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・緊張する（三重総合、久住校）

・集中できなさそう（三重総合、久住校）

・色々な意見が聞ける（三重総合、久住校）

・どう授業するのか気になる

・いろんな意見があって面白そう

・新しい学習のやり方ができる



普段の授業と変わらない（三重総合、久住校）

他校の意見が聞けてよかった

久住校と勉強ができてよかった（三重総合）

画質が悪い（途切れる、乱れる等）

先生の顔の画面をよくして欲しい

音質が悪い（スピーカーの雑音、聞きづらい等）

カメラを動かすと見にくくなる（ピンボケ）

９０分授業にしてほしい

マイクを切るタイミングが難しい

タイムラグがある

先生の表情などが分って良かった

画質が良くなっている

音質が良くなっている

教え方が上手だ

授業平均（６回）

三重総合高校　Ｎ=14～27

久住校　Ｎ=10～16

わかった
(よくわかった＋少しわかった)

わからなかった
(あ まりわからなかった＋全く からなかった)

86.7% 13.3%
69.4% 30.6%

（４）遠隔授業後アンケート（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業クラブの共同活動

他校の文化祭（久住校）

他校との話し合い（協議）

他校との交流

家庭クラブの共同活動

90分授業を受けてみたい

動物関係の授業を取り入れてみたい

部活動などを取り入れたい 　　

農業大学校の学校説明

＜授業に関すること＞ ＜ＩＣＴ機器等に関すること＞
・新しい感覚だった ・iPadを使って、詳しく調べることができてわかりやすかった

・緊張して授業に集中できなかった ・お互いの顔を見ることができるようしてほしい（三重総合、久住校）

・楽しかった ・相手とコミュニケーションがとれた（三重総合、久住校）

・先生の話がわかりやすい ・資料が見やすくてわかりやすい（久住校）

・先生方がわかりやすく教えてくれた ・テレビ画面の先生と質問ができて良かった（久住校）

・よくわからなかった ・名前を間違えられた（久住校）

・専門的な内容だった ・ホワイトボードの文字が薄くて見えなかった（久住校）

・授業内容が難しかった ・通信が悪く、言っていることがわからなかった（久住校）

・牛についていろいろなことが分かった（品種） ・映像がカクカクしていた（久住校）

・米のことがいろいろわかった（米の花、順位） ・先生方の映像が途切れるからよくして欲しい（久住校）

・花卉のことがわかった（花の名前、生産割合） ・雑音がすごかった（三重総合）

・野菜のことが知れて良かった（県内の生産状況、戦略品） ・映像がわるくて集中できなかった（久住校）

・果樹のことがわかってよかった（試食の感想、新種など） ・画面が消えた（バグが多すぎる）

・先生が当てたときにどっちの学校かわからなかった ・画質が向上した（三重総合、久住校）

・当てられた問題が難しかった ・普通の授業とあまり変わらない（三重総合）

・ゆずは健康にいい（ぜんそくにもよい）ので食べたい ・大人数で授業に参加できて良かった（久住校）

・大豆の煮汁のこと（料理の工夫、野菜）がよくわかった ・前の授業よりも映像も音も良くなっていた（三重総合、久住校）

・先生の声が小さかった ・図や写真を使っていたので良くわかった（三重総合、久住校）

・マイク操作の仕方がわかった ・音ズレもなくしっかしていて良かった（久住校）

・違う学校の人と同じ授業を受けて緊張感を持てた ・タイムラグが多少あったが、気にならなかった（三重総合）

・遠隔授業により競争心も沸いてくる ・ちゃんと相手の生徒の顔が見れたので、交流しやすかった（三重総合）

・私は食品の授業が多いので、野菜の勉強ができて良かった ・他校とコミュニケーションをとり、一緒に考えることができた

・高校で学べないことを学べる（三重総合、久住校）



　・普通の授業がいい（三重総合第１回目） ・専門的過ぎて分らない部分があった
　・意見を出し合えて良かった ・他校と授業を受けて新鮮だった
　・他校と授業で共有できて良かった ・スピーカーの音が大きかった
　・話す機会がなかった ・試食でもらった新種のみかんがおいしかった
　・音や画質が悪かった ・映像も音も良かった

・普段の授業より楽しい（三重総合第６回目） ・他校の人と話ができて良かった
・ノートをとる時間が欲しかった ・もっと他校の生徒と関わりたい
・他の人たちと交流ができてすごい ・廃棄するものを良いものへ変えていくのはすごいと思った
・内容が難しかった ・柚子で何かつくってみようと思った
・肥育牛のランクの付け方が詳しくしれて良かった

三重総合

久住校

三重総合

久住校

三重総合

久住校

三重総合

久住校

三重総合

久住校

三重総合

久住校

三重総合
久住校

三重総合

久住校

86.0% 14.0%
75.3% 24.7%

思う
（とても思う＋思う）

思わない
（あまり思わない＋思わない）

71.0% 29.0%
48.7% 51.3%

56.7% 43.3%
38.5% 61.5%

60.9% 39.1%
45.0% 55.0%

69.1% 30.9%
48.7% 51.3%

59.8% 40.2%
41.3% 58.8%

59.5% 40.5%
46.3% 53.7%

84.8% 15.2%
80.5% 19.5%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 講義資料 
  

 県立農業大学校、大分大学の講師の先生方が、遠隔合同授業で使用した授

業教材を一部抜粋して提供します。 

 

 

 

 

 

（１）おおいたの豊後牛と食肉 
 

   

 

 

 

 



 

 



 

 



 

（２）大分県の作物 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

（３）大分県の花卉生産の概要 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 



 

 

 



 

（４）大分県の果樹生産の概要 

 

 

 

  

 

 

 



 

 



 

 



 

（５）大分県の野菜 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

（６）大分で破棄されている資源 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



３ 遠隔システムの操作マニュアル 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 3 月発行 

 

大分県教育委員会事務局 

教育財務課情報化推進班 

〒870-8503 大分市府内町 3丁目 10番 1号 


